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OECDにおける
責任ある企業活動（RBC）
の取り組み



そもそもの定義は？

RBC?CSR? ESG?

企業は財務以外の影響を補足事項ではなく、
ビジネスの中核事業の一環として考慮すべきである。

特にRBCは、法的地位、規模、所有形態、業種にかか
わらず、すべての企業が自社の事業活動、サプライ

チェーン、その他の取引関係を含め、負の影響を防止、
対処すること勧告する。それは同時に、事業活動を行

う国の持続可能な開発に貢献することになる。

責任ある企業行動 (RBC) とは何を意味するか

BHR?



一部の例

> 英国やオーストラリアの現代奴
隷法、EUの 企業持続可能性報
告指令 (CSRD)。

> サステナブルファイナンス関連
では EU のサステナブルファイ
ナンス開示規則 (SFDR)。

> マレーシア、メキシコ、チリ、
南アフリカの分類法など。

一部の例

> EUの企業持続可能性デュー・
ディリジェンス指令 (CSDDD)、
フランス、スイス、ドイツ、ノ
ルウェーでは企業にデュー・
ディリジェンスを義務付け。

> EUのバッテリー規制など。

情報開示
デュー・ディリジェンスの

実施

一部の例

> 米国のウイグル強制労働防止法、
カナダの強制労働・児童労働撲
滅に関する法、EUの森林伐採
規制に続き、今後、強制労働に
よって製造された製品禁止。

製品・取引の禁止または

市場からの撤退メカニズム

RBCに関する世界的な傾向：規制や政策例の紹介

規制、政策は様々な形をとる



RBCを大規模かつ迅速に促進する上での主な課題

グローバルな提携を
促進し、断片化を

回避

実施面での課題に対処

政府の役割

国際基準との整合性を高めることで、すべての企業間で期待される基準が一定
の水準を保ち、その法的確実性を高め、コンプライアンスコストが削減される。

全面的な取引停止といった副作用を回避し、開発途上国および中小企業向けの
付随措置を策定する。

RBC を可能にする環境づくり。

5

進歩は見られるものの、RBCへの取り組みと適用範囲には国やセクター間で格差が残り、

企業は引き続き社会・環境への負の影響に結びついている。



OECDにおける直近の取り組み

責任ある企業行動に関
するOECD多国籍企業

行動指針の改訂

世界経済における責任
ある企業行動の促進と
実現に関する宣言

普及と実践を促進し、目的に適合した状態を維持するために…

責任ある企業行動の促
進における政府の役割

に関する勧告

RBCデュー・ディリ
ジェンスの実践支援



責任ある企業行動に関する
OECD多国籍企業行動指針
改訂のポイント



OECD Guidelines for Multinational 
Enterprises on Responsible 
Business Conduct

責任ある企業行動に関する
OECD多国籍企業行動指針



責任ある企業行動（RBC）に関するOECD多国籍企業行動指針

情報開示 人権
雇用および

労使関係

環境 消費者利益
科学技術、

イノベーション

贈賄およびその他の

汚職の防止
納税 競争



RBCデュー・
ディリジェンス



概要：改訂のポイント

気候変動と生物多様性に

関する国際目標に沿うよ

う企業へ勧告。

データの収集と利用を

含む、技術の開発、資

金調達、販売、ライセ

ンス供与、売買および

使用に関するデュー・

ディリジェンス実施の

期待を導入。

自社の製品やサービス

の使用に関連する影響

や取引関係について

デュー・ディリジェン

ス実施が期待されると

勧告。

企業行動について懸念

を表明する者を含め、

弱い立場にある人々や

グループに対する保護

を強化。

責任ある企業行動

（RBC）情報の開示

に関する勧告の更

新。

あらゆる形態の汚職

に対してもデュー・

ディリジェンスの勧

告を拡大

企業のロビー活動

が行動指針に沿っ

ていることを確認

するよう勧告。

責任ある企業行動のため

の各国連絡窓口 (NCP)の

可視性、有効性、機能的

同等性を確保するための

手順の強化。



第 1 章：概念と原則 ｜ 第２章：一般方針

• 多国籍企業の概念

• リスクベースのデュー・ディリジェンス

• 意味のある協議

• 責任ある関与と離脱

• ビジネス上の関係先

• 消費者

• 報復

• ロビー活動

• 自主規制の取り組みとの整合性

改訂のポイント



第 3 章：情報開示

• G20/OECD コーポレートガバナンス原則との整合性

• 企業の情報開示と報告

• デュー・ディリジェンス報告への期待との整合性

• マテリアリティ（重要課題）の定義

改訂のポイント



第 6 章：環境

• 環境への悪影響とデュー・ディリジェンス

• 気候変動に対する緩和と適応

• 生物多様性

• 循環型経済

• 動物福祉

改訂のポイント



第９章：科学技術、イノベーション

• デュー・ディリジェンスの期待を追加

• 技術の販売、開発、ライセンス供与、使用

• データガバナンス

• 高リスクの背景

• デジタルセキュリティ

改訂のポイント



責任ある企業行動のための各国連絡窓口 (NCP)：改訂のポイント

マンデートの明確化

と権限の強化

政府によって設立

された機関
51 NCPs

普及
苦情処理メ

カニズム

効果的かつ効率

的な個別事例の

処理



RBCのための各国連絡窓口 (NCP)：改訂のポイント

• 中核となる有効性基準に基づく機能的同等性の定義

• 人的資源と財政的資源

• ステークホルダーの信頼確保

• 機能していない NCP に対処するメカニズム

• 定期的なピアレビューの義務付け

NCPネットワーク共通の有効性 (機能的同等性)



日本および海外での
RBCのさらなる促進



アジア太平洋地域でのパートナーシップの拡大 |  各国政府との連携

RBC を可能に
する法規制の

枠組み

商業活動におけ
る経済主体とし
ての政府の役割

救済への
アクセス

関連する政策分
野全体でRBCを
普及させるため
の政策と措置

RBC 政策の策定
と実施へのス
テークホルダー

の参加
.

RBCに関連する
政府の政策と活

動の調整

6 つの主要領域を中心に
構成された 21 の基本原則

RBCの促進における政府の
役割を明確にする

OECDの関連基準をまとめる

責任ある企業行動の促進における政府の役割に関する勧告



アジア太平洋地域でのパートナーシップ拡大 | 企業・関係者との連携

ご存知ですか？

アジアは世界のサプライチェーンにおいて重要な役割
を果たしています。

世界のバリューチェーンの中間輸出の43%はアジアか
ら出ており、同年の世界のバリューチェーン中間輸入
の38%もアジアが占めています。

70+

ミーティン

グ・ワーク

ショップ

20+ 

アウトリーチ

キャンペーン

60+

その他のアク

ティビティ

70+ 

参考資料

政策立案者のサポート 企業の実践能力の向上

平等な競争条件の構築と持続可能な開発への
貢献に向けて

2018～2022年

OECD多国籍企業行動指針やRBCのた
めのデュー・ディリジェンス・ガイダ
ンスは、現在と今後コロナ禍において
企業が環境的、社会的またガバナンス
に関する問題に取組むための枠組みを
提供します。OECDは、政府と企業の
協働の努力を支援いたします。

OECD事務次長
河野正道



ご清聴ありがとうございます。

https://mneguidelines.oecd.org/

@OECD_BizFin  #OECDrbc

Business and Finance at the OECD


